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●
歳
入
は
、市
税
が
前
年
度
比
０
・

３
％
と
微
増
だ
が
、
３
年
連
続
増

と
な
り
、
企
業
の
業
績
回
復
や
個

人
所
得
増
加
に
期
待
が
募
る
。
自

主
財
源
比
率
の
低
下
は
、
イ
ン
タ

ー
関
連
事
業
な
ど
に
伴
う
国
庫
支

出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
増
加
し

た
も
の
で
あ
り
、
財
政
の
安
定
性

は
保
た
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
。

市
債
残
高
は
順
調
に
減
少
し
、
平

成　

年
度
末
に
は
市
民
１
人
当
た

２７
り　

万
円
を
切
る
見
込
み
と
な
っ

４０
て
い
る
、
一
方
、
歳
出
を
重
点
施

策
別
に
見
る
と
、
「
地
域
交
通
対

策
の
推
進
」
で
は
、
イ
ン
タ
ー
供

用
開
始
に
向
け
、
多
額
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。　

年
度
補
正

２６

予
算
に
計
上
さ
れ
た
、
地
方
創
生

先
行
事
業
も
、
実
質　

年
度
予
算

２７

と
一
体
的
な
執
行
と
な
る
の
で
、

イ
ン
タ
ー
の
効
果
と
合
わ
せ
て
商

工
業
の
活
性
化
に
期
待
す
る
。

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
で
は
、
定

期
的
な
受
診
機
会
が
少
な
い　

、
２０

　

代
を
対
象
に
行
う
健
康
チ
ェ
ッ

３０ク
事
業
や
高
齢
期
に
備
え
た
歯
や

骨
密
度
の
検
診
な
ど
の
予
算
が
計

上
さ
れ
、
超
高
齢
社
会
へ
対
応
し

た
内
容
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

「
教
育
環
境
の
充
実
」で
は
、
小
・

中
学
生
の
学
習
時
間
の
確
保
や
中

学
校
の
英
語
、
数
学
で
の
少
人
数

指
導
完
全
実
施
な
ど
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
授
業
の
質
の
向

上
と
量
の
増
加
に
よ
り
、
学
力
向

上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
市
長
が
施
政
方
針
で
述
べ
た

想
い
を
、
着
実
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
お

願
い
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
新
政
会
）

と
で
費
用
の
圧
縮
と
平
準
化
を
図

っ
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
も
市
民

目
線
に
立
っ
た
市
政
運
営
を
お
願

い
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
か
わ
せ
み
）

●
平
成　

年
度
予
算
は
、「
将
来
を

２７

見
据
え
、
今
や
る
べ
き
こ
と
は
時

期
を
逃
さ
ず
積
極
的
に
実
施
す

る
」と
の
考
え
の
も
と
、総
額
３
０

６
億
円
と
過
去
最
大
規
模
の
予
算

と
な
っ
た
。
市
長
が
掲
げ
る
５
つ

の
力
に
沿
っ
て
意
見
を
述
べ
る
。

「
元
気
の
力
」で
は
、
三
世
代
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
定
住
を
支
援
す
る
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
祖
父
母
世

代
の
見
守
り
や
子
育
て
支
援
と
い

う
点
で
定
住
促
進
に
有
効
な
事
業

で
あ
る
。「
産
業
の
力
」で
は
、衣
替

え
し
た
新
た
な
催
し
を
開
催
す
る

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
光
・

食
・
文
化
の
融
合
と
い
う
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
視
点
で
の
取
り
組

み
で
、
郷
土
愛
を
育
む
催
し
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。「
教
育
文

化
の
力
」で
は
、国
指
定
史
跡
で
あ

る
神
崎
遺
跡
の
整
備
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
整
備
後
の
事
業
展

開
が
最
重
要
と
の
認
識
を
持
ち
、

文
化
的
価
値
を
広
く
市
内
外
へ
発

信
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。「
環
境

の
力
」で
は
、蟹
ヶ
谷
公
園
周
辺
と

比
留
川
沿
い
へ
の
植
栽
に
要
す
る

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
樹
種

や
花
の
見
ご
ろ
に
配
慮
し
、
本
市

な
ら
で
は
の
名
所
と
な
る
こ
と
を

望
む
。「
安
全
安
心
の
力
」で
は
、老

朽
化
が
進
む
道
路
舗
装
や
ト
ン
ネ

ル
な
ど
の
点
検
費
用
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。施
設
保
全
・
危
険
予
防
策

と
し
て
必
要
な
事
業
で
あ
る
と
同

時
に
、
計
画
的
に
修
繕
を
行
う
こ

●
国
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
を
発
足
さ
せ
、
地
域
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。
本

市
で
も
地
域
活
性
化
策
を
取
り
ま

と
め
る
組
織
を
新
設
す
る
と
聞
き

及
ん
で
お
り
、
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

平
成　

年
度
予
算
を
見
る
と
、
民

２７

生
費
で
は
、
長
年
検
討
を
重
ね
て

き
た
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
着
工
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
竣

工
予
定
の
平
成　

年
が
待
ち
遠
し

２９

い
が
、地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、

超
高
齢
社
会
の
課
題
解
決
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
土
木

費
で
は
、
イ
ン
タ
ー
と
関
連
事
業

に
多
く
の
予
算
が
付
け
ら
れ
た
。

　

、　

年
が
財
政
負
担
の
ピ
ー
ク

２７

２８

に
な
る
と
思
う
が
、市
の
活
性
化
、

と
り
わ
け
産
業
の
発
展
、
雇
用
の

拡
大
に
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

将
来
へ
の
投
資
と
し
て
着
実
に
整

備
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
教
育

費
で
は
、
中
学
校
空
調
機
能
復
旧

工
事
と
神
崎
遺
跡
保
存
整
備
事
業

の
予
算
を
増
額
し
た
。
校
舎
の
防

音
と
空
調
設
備
は
、
厚
木
基
地
が

存
在
す
る
本
市
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
。
今
後
も
老
朽
化
し
た
設
備

は
、国
の
補
助
金
を
有
効
活
用
し
、

計
画
的
に
更
新
し
て
ほ
し
い
。
神

崎
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
、
本

市
が
誇
る
国
指
定
史
跡
が
、
ど
れ

だ
け
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
を
市

内
外
に
知
ら
し
め
る
こ
と
と
同
時

に
、
観
光
の
活
性
化
に
も
役
立
つ

こ
と
を
期
待
す
る
。以
上
、所
感
を

述
べ
た
が
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
切
に

願
い
、
本
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
高
齢
者
の
健
康
維
持
事
業
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
公
設
化
な

ど
、
社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
環

境
整
備
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
イ
ン

タ
ー
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化
策

は
企
業
誘
致
頼
み
で
あ
っ
た
が
、

圏
央
道
の
全
線
開
通
に
よ
り
状
況

は
変
わ
り
、
県
央
を
通
る
物
流
ル

ー
ト
は
強
化
さ
れ
、
横
浜
港
は
ハ

ブ
化
に
向
け
た
工
事
が
進
ん
で
い

る
。
イ
ン
タ
ー
建
設
が
確
実
に
進

む
の
で
あ
れ
ば
、
本
市
の
中
小
企

業
を
一
団
で
海
外
に
売
り
込
む
な

ど
、
積
極
的
な
戦
略
を
講
ず
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
一
方

で
、
い
ま
だ
市
民
は
利
便
性
よ
り

渋
滞
対
策
へ
の
不
安
を
感
じ
て
い

る
。
当
初
検
討
さ
れ
て
い
た
地
域

活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
と
な
っ
た
こ
と
で
本
市
の
費
用

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
差
額
を
渋
滞
調
査
に
充

て
、
通
行
車
両
の
増
加
量
と
経
済

的
損
出
を
試
算
す
る
な
ど
の
対
策

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、

寺
尾
上
土
棚
線
北
伸
や
周
辺
住
宅

地
へ
の
進
入
防
止
対
策
を
唱
え
る

だ
け
で
な
く
、
代
替
え
と
な
る
道

路
整
備
を
議
論
す
べ
き
時
期
に
差

し
掛
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
開
通
前
に
、
本
市
に
は
ど
の

よ
う
な
課
題
が
想
定
さ
れ
る
の
か

を
検
証
し
、
そ
の
解
決
策
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
を
市
民
に
示
し
、

市
民
が
抱
え
る
不
安
を
解
消
し
た

上
で
、
イ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
地

域
活
性
化
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求

め
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

市税　 
１２９億６，０３４万円
（４２．３％） 

地方消費税交付金 
１３億７，７００万円（４．５％） 

地方交付税 
８億６，６００万円（２．８％） 

国有提供施設等所在 
市町村助成交付金等 
１２億１，６００万円（４．０％） 

市債 
２１億２，１２０万円（６．９％） 

県支出金 
２９億６，６０９万円（９．７％） 

国庫支出金 
６４億４，９６１万円（２１．１％） 

使用料及び手数料など 
３億６，６３８万円（１．２％） 

分担金及び負担金　 
２億５，４５４万円（０．８％） 

地方譲与税など　 
６億３，２９５万円（２．１％） 

教育費　 
３８億５３７万円（１２．４％） 

総務費　 
３１億８，４２６万円 
（１０．４％） 

衛生費　 
２１億８，４００万円（７．１％） 

公債費　 
１５億４，１７６万円（５．０％） 

消防費　 
１０億３，３９２万円（３．４％） その他　 

１２億８８５万円（４．０％） 

繰越金　 
６億円（２．０％） 

民生費　 
１１０億４，９１８万円
（３６．１％） 

土木費　 
６５億９，２６６万円（２１．６％）

（４８.９％） （５１.１％） 

30６億円 

歳入総額 

30６億円 

歳出総額 

自
　
主
　
財
　
源 

依
　
存
　
財
　
源 

諸収入　 
７億８，９８９万円（２．６％）

対前年度比
予　算　額会　計　名

増減率増減額

６．８％１９億４，０００万円３０６億円一　　　般　　　会　　　計

１２．６％１２億６，２００万円１１２億６，２００万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

８．９％３億２，４００万円３９億４，７００万円下 水 道 事 業

△４３．０％△３億３，５００万円４億４，４００万円
深 谷 中 央 特 定 土 地
区 画 整 理 事 業

△ １．９％△７，９００万円４１億８，７００万円介 護 保 険 事 業

７．８％６，０００万円８億２，７００万円後期高齢者医療事業

６．３％１２億３，２００万円２０６億６，７００万円計

６．６％３１億７，２００万円５１２億６，７００万円合　　　計

平成２７年度各会計の予算規模 一般会計予算歳入・歳出の状況

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先

２７

立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
４
人
の
議
員
か
ら

反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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